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回折トモグラフィの再構成法問題に対する新しい試み(3), 電子情報通信学会総合大会 C-1-29, p.29, 
2004.3. 

45. 成凱, 平野真太郎, 相利民, 上林彌彦,  
多基準意思決定に基づくウェブ情報検索機能の改良 (PDF), 第 15 回データ工学ワークショップ 
(DEWS2004)論文集, 2004 年 3 月. 

46. 吉岡由智, 平野真太郎, 成凱, 上林彌彦,  
ニュースサイトと履歴ウェブによるトピックセンサーの実現, 第 15 回データ工学ワークショップ 
(DEWS2004)論文集, 2004 年 3 月. 
 



47. 安部恵介, 平野昌彦, 福地陽一, 進藤静一, 森一之,  
タブーサーチを用いた配送計画システム, 電気学会産業計測制御研究会資料，IIC-04-55，pp.47-52，平

成 16 年３月. 
48. 中野裕史, 米元聡, 谷口倫一郎,  

画像認識による仮想環境直接操作インタフェースの構築とその評価 , 火の国情報シンポジウム

2004(CD-ROM),(2004.03). 
49. 米元聡, 谷口倫一郎,  

仮想物体の効率的な操作を考慮したアバターの動作制御, 第６６回情報処理学会全国大会講演論文集 
vol.4 pp.91-92, 2004.3 

50. 澤田直,  
実機の制御を基にした論理回路実験教材の開発, 2004 年電子情報通信学会総合大会講演論文集, D-15-16, 
p.171, 2004 年 3 月. 

51. 澤田直,  
九州産業大学情報科学部におけるハードウェアシステム設計教育～実ハードウェア設計体験を重視した

実践的教育カリキュラムの開発～, 2004 年第 4 回全九州半導体技術フォーラム, 2004 年 3 月. 
 
【講演】 
1. 朝廣雄一,  

大規模 NP 困難問題に対する近似解法の並列化, 日本 OR 学会九州支部研究会(於：九州工業大学)，2004
年 3 月. 

2. 相利民, 牛島和夫,  
A General Method for the Loopless Generation of Combinatorial Objects, Twelfth International 
Colloquium on Numerical Analysis and Computer Science with Applications, Plovdiv, Bulgaria, 
August 12-17, 2003. 

3. 宮崎明雄,  
情報セキュリティって何？, 電子情報通信学会九州支部シンポジウム「えっ、情報セキュリティ！？」, 
2003 年 10 月. 

4. 宮崎明雄,  
電子透かしによる著作権保護, 電気通信普及財団助成・特別講義「情報ネットワークと e ビジネス・e 自

治体」, 2004 年 1 月. 
 
【特許】 
1. 本多清志, 一ノ瀬裕, 和久本雅彦,  

Data input device using a palatal plate, 米国特許 6598006 B1 号 平成 15 年 7 月 22 日登録 
 
 



平成 15 年度研究補助金等 
【科学研究費補助金（研究代表者）】 
研究代表者 研究課題 研究種目 研究期間 

廣田 豊彦 
協調業務支援ソフトウェア開発のための多視点業

務モデリングに関する研究 
基盤研究 C(2) 平成 14 年度 

～16 年度 

宮﨑 明雄 
デコンボリューション技法による電子透かしシス

テムの開発 
基盤研究 C(2) 平成 15 年度 

～16 年度 

相 利民 
強力な並列計算モデルＢＳＲ⁺のアルゴリズム実行

環境の実現に関する研究 
基盤研究 C(2) 平成 14 年度 

～15 年度 

朝廣 雄一 
動的に変化する空間内における高品質な経路の探

索手法に関する研究 
若手研究Ｂ 平成 15 年度 

～17 年度 

石田 健一 
作用素関係式に基づくマイクロ波による断面像再

構成法の検討 
若手研究Ｂ 平成 14 年度 

～16 年度 

澤田 直 
実機の制御を基にしたハードウェア実験教材並び

にカリキュラムの開発 
若手研究Ｂ 平成 15 年度 

～16 年度 

合志 和晃 
安全運転の管理・教育を目的とする高度交通システ

ム（ＩＴＳ）の研究 
若手研究Ｂ 平成 15 年度 

～16 年度 

米元 聡 
少数の３次元計測位置からのヒューマンフィギュ

ア動作制御ライブラリの開発とその応用 
若手研究Ｂ 平成 15 年度 

～16 年度 
【受託研究】 

研究者 研究課題 受託機関 研究期間 

下川 俊彦 総務省ｅ！プロジェクトの推進に関する研究 
九州電力（株）

電子通信部 
平成 15/10/1～
平成 16/3/19 

下川 俊彦 
災害時等危険管理システムにおける広域負荷部

分散システムの研究開発 

（株）コム・

アンド・

コム 

平成 15/10/1～
平成 16/3/31 

【奨学寄付金】 

研究担当者 寄付者 

安部 惠介 三菱電機（株）先端技術総合研究所 

有田五次郎 三菱電機（株）情報技術総合開発研究所 

下川 俊彦 （株）インターネットイニシアティブ九州支店 

【共同研究】 

参画者 研究課題（研究代表者） 研究期間 

下川 俊彦 
「遠隔地間における次世代仮想研究室を実現する研究」 
（岩手県立大学 教授 村山優子） 

平成 15/2/11～
平成 16/3/31 



【科学研究費補助金（研究分担者）】 
研究分担者 研究課題（研究代表者） 研究期間 

宮﨑 明雄 
社会基盤を構築するためのシステムＬＳＩ設計手法の研究 
（九州大学システムＬＳＩ研究センター 教授 安浦 寛人） 

平成 14 年度 
～18 年度 

朝廣 雄一 
巨大分散システムの安定性－テラの時代に向けて 
（九州大学大学院システム情報科学研究院 教授 山下 雅史） 

平成 14 年度 
～17 年度 

朝廣 雄一 
自律的分散型計算としての分子計算 
（九州大学大学院システム情報科学研究院 教授 山下 雅史） 

平成 14 年度 
～18 年度 

朝廣 雄一 
離散アルゴリズムの品質保証技術に関する調査と新しい展開 
（京都大学大学院情報科学研究科 教授 岩間一雄） 

平成 15 年度 
～15 年度 

合志 和晃 
人間の視覚特性を利用した遠隔操縦用ヒューマンインターフェー

スの実用化 
（九州大学大学院システム情報科学研究院 助教授 志堂寺和則）

平成 14 年度 
～15 年度 

合志 和晃 
立体映像における人の空間認識特性と空間認識制度に関する研究

（九州大学大学院システム情報科学研究院 教授 松永 勝也） 
平成 14 年度 
～15 年度 

澤田 直 
ハードウェア構成を動的に最適化する「ハードウェア・モーフィ

ング」技術の開発 
（九州大学 教授 村上 和彰） 

平成 13 年度 
～15 年度 

米元 聡 
直接操作を基にした個人適応能力を有する誘発型ユーザインタフ

ェースに関する研究 
（九州大学大学院システム情報科学研究院 教授 谷口 倫一郎） 

平成 15 年度 
～15 年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 15 年度学会活動等 
 

牛島 和夫 

情報処理学会アクレディテーション委員会委員長 
（社）日本工学アカデミー理事 
（財）九州システム情報技術研究所長 
（財）ソフトウェア工学研究財団理事 
鳥取環境大学情報システム学科外部評価委員 
奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科アドバイザー委員会委員 
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科アカデミックアドバイザー 
文部科学省研究振興局情報課「並列コンパイラ向け共通インフラストラクチャの研究」研

究推進委員会委員長 
科学技術振興機構研究成果活用プラザ福岡・技術評価委員会委員 
科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業・研究領域「高度メディア社会の生活情報技術」

領域アドバイザー 
福岡県情報サービス産業協会人材高度化研究会委員 

宮﨑 明雄 

電子情報通信学会回路とシステム研究専門委員会委員 
電子情報通信学会英文論文誌「ディジタル信号処理特集号」編集委員 
電子情報通信学会和文論文誌「マルチメディア社会における情報セキュリティ特集号」編

集委員 
IEEE Fukuoka Section Secretary 
春日市情報公開総合推進審議会委員（福岡県春日市） 
春日市情報化基本計画検討懇話会委員（福岡県春日市） 

安部 惠介 電気学会電子・情報・システム部門論文委員会委員 

廣田 豊彦 
情報処理学会論文誌編集委員 
ソフトウェア科学会『ソフトウェア工学の基礎ワークショップ』実行委員長 
電子情報通信学会知能ソフトウェア工学研究会副委員長 

松本 正雄 

IEEE Computer Society ソフトウェア誌編集委員会 IAB 委員 
電子情報通信学会ソフトウェアインタプライズモデリング研究専門委員会委員 
企業情報システムズ国際学会上級論文委員会委員 
ビジネス情報システムズ国際学会ソフトウェア工学トラック委員長 

一ノ瀬 裕 日本音響学会査読委員 

成 凱 

The Sixth Asia Pacific Web Conference (APWeb 2004), Hangzhou, China, 
April 14-17, 2004 プログラム委員会委員 
The 4th International Conference on Computer and Information Technology 
(CIT 2004), Wuhan, China, 14-16 September 2004 プログラム委員会委員 

合志 和晃 日本バーチャルリアリティ学会 学会誌編集委員 



Bernady O. 
Apduhan 

Program Vice Chair, 18th International Conference on Advanced Networking and 
Applications, March 2004. 
Editorial Review Board Member, International Journal of Business Data 
Communications and Networking 
Member, IASTED Technical Committee on Parallel and Distributed Computing and 
Systems 
Program Committee Member, ICDCS 2004/6th International Workshop on Multimedia 
Network Systems and Applications, March 2004. 
International Program Committee Member, 2003 IASTED International Conference on 
Parallel and Distributed Computing and Systems(PDCS-2003), Nov. 2003 
Program Committee Member,  DEXA2003/ 6th International Workshop on 
Network-Based Information Systems, Sept. 2003. 

 
平成 15 年度受賞等 

 
Bernady O. 
Apduhan 

The High Honor Paper Award, 18th IEEE International Conference on Advanced 
Information Networking and Applications, March 2004 

 


